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◆
絵
巻 

 

「
絵
巻
」
は
紙
や
絹
を
横
に
つ
な
ぎ
、
物
語
な
ど
の
ス
ト
―
リ
ー
を
お
お
よ
そ
時
系
列
に

し
た
が
っ
て
、
絵
と
詞
書
と
を
交
互
に
交
え
な
が
ら
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
中
に
は
絵
だ

け
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詞
書
と
絵
の
配
列
は
多
様
で
す
が
、
現
存
最
古
の
絵
巻
と
言
わ
れ

て
い
る
奈
良
時
代
の
『
絵
因
果
経
』
は
上
段
に
絵
画
、
下
段
に
経
文
を
配
置
し
た
「
上
図
下

文
」
式
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
多
数
の
絵
巻
は
「
前
文
後
図
」
式
で
す
。 

  

◆
源
氏
絵 

 

『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
た
絵
画
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
に
絵
巻
以
外
に
も
、
冊
子
絵
・

扇
面
画
・
色
紙
絵
・
屏
風
絵
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
源
氏
物
語
の

研
究
が
進
ん
だ
鎌
倉
時
代
に
は
源
氏
絵
の
制
作
が
盛
ん
に
な
り
、
当
時
す
で
に
制
作
の
故
実

が
生
ま
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
『
源
氏
秘
義
抄
』
附
載
の
「
仮
名
陳
状
」

の
存
在
な
ど
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。 

  

◆
源
氏
物
語
絵
巻 

 

平
安
時
代
に
書
か
れ
た
『
竹
取
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
等
々
を
題
材
に
し
た

絵
巻
が
描
か
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
が
有
名
で
す
。
源
氏
物
語
に
取
材

し
た
絵
巻
は
複
数
存
在
し
ま
す
（
狩
野
尚
信
に
よ
る
も
の
、
久
隅
守
景
に
よ
る
も
の
、
狩
野

栄
川
に
よ
る
も
の
等
）
が
、
通
常
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
と
呼
ば
れ
る
物
は
か
つ
て
『
隆
能
源

氏
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
平
安
時
代
末
期
の
作
品
で
す
。
こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
が
書
か
れ
て

さ
ほ
ど
時
を
経
な
い
う
ち
、
す
な
わ
ち
一
二
世
紀
前
半
頃
に
成
っ
た
現
存
最
古
の
絵
巻
で
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
は
一
二
世
紀
に
活
躍
し
た
宮
廷
画
家
の
藤
原
隆
能
の
作

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
絵
巻
は
伝
来
過
程
で
多
く
が
散
逸
し
、
現
存
す
る
の
は
五
四
帖
の
う
ち

の
次
の
部
分
で
す
。 

  
 

五 
 

若
紫
巻
、
詞
断
簡
一
・
絵
断
簡
一
、 
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六 
 

末
摘
花
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

一
五 

蓬
生
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

一
六 
関
屋
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

一
七 
絵
合
巻
、
詞
一
段
、 

 
 

一
八 

松
風
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

一
九 

薄
雲
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

二
一 

乙
女
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

二
五 

蛍
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

二
六 

常
夏
巻
、
詞
断
簡
一
、 

 
 

三
六 

柏
木
巻
、
詞
断
簡
二
・
詞
三
段
・
絵
三
段
、 

 
 

三
七 

横
笛
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

三
八 

鈴
虫
巻
、
詞
二
段
・
絵
二
段
、 

 
 

三
九 

タ
霧
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

四
〇 

御
法
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

四
四 

竹
河
巻
、
詞
二
段
・
絵
二
段
、 

 
 

四
五 

橋
姫
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

四
八 

早
蕨
巻
、
詞
一
段
・
絵
一
段
、 

 
 

四
九 

宿
木
巻
、
詞
三
段
・
絵
三
段
、 

 
 

五
〇 

東
屋
巻
、
詞
二
段
・
絵
二
段 

 
 

 

こ
の
う
ち
、
断
簡
を
除
く
詞
一
六
段
・
絵
一
五
段(

蓬
生
巻
・
関
屋
巻
・
絵
合
巻
・
柏
木
巻
・

横
笛
巻
・
竹
河
巻
・
橋
姫
巻
・
早
蕨
巻
・
宿
木
巻
・
東
屋
巻)

は
現
在
、
徳
川
黎
明
会
所
蔵
で

あ
り
、
鈴
虫
巻
・
タ
霧
巻
・
御
法
巻
の
詞
・
絵
各
四
段
は
現
在
、
五
島
美
術
館
所
蔵
で
す
。（「
源

氏
物
語
絵
巻
」『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
参
照
） 

 

『
源
氏
物
語
絵
巻
』（『
隆
能
源
氏
』）
は
、
他
の
絵
巻
に
比
べ
て
詞
書
の
部
分
が
非
常
に
多

い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。
詞
書
は
伝
統
を
踏
ま
え
た
流
麗
な
字
体
で
絢
爛
豪
華
な

料
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
と
て
も
優
美
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
書
風
に
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
れ

ら
は
数
筆
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
料
紙
に
書

か
れ
た
詞
書
は
、
装
飾
と
文
字
が
紛
ら
わ
し
い
上
に
、
散
ら
し
書
き
や
重
ね
書
き
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
行
間
隔
や
、
字
詰
め
、
字
の
サ
イ
ズ
が
等
し
く
な
い
た
め
に
、
読
み
や
す
い
と
は
言
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え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
伴
大
納
言
絵
詞
や
信
貴
山
縁
起
な
ど
の
詞
書

が
白
い
紙
に
、
行
数
、
字
詰
め
を
ほ
ぼ
揃
え
て
書
か
れ
て
い
る
の
と
は
大
き
な
違
い
で
あ
っ

て
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
実
は
源
氏
物
語
絵
巻
の
詞
書
が
美
に
比
重
を
置
い
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

  

平
成
の
復
元
模
写
研
究
の
成
果
か
ら
、
出
来
た
頃
の
絵
巻
は
現
在
受
け
る
印
象
と
は
か
な

り
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
極
彩
色
で
描
か
れ
て
い
た
も
の
が
、

経
年
劣
化
に
よ
っ
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
当
時
は
絵
の

具
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
新
た
な
色
を
作
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
混
ぜ
合
わ
せ
て
色
を
作
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
絵
は
基
本

的
に
は
下
書
き
の
上
に
色
彩
を
順
次
塗
り
重
ね
、
最
後
に
仕
上
げ
の
線
を
引
い
て
完
成
す
る

「
作
り
絵
」
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
に
よ
っ
て
絵
の
画
風
に
違
い
が
見
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
数
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

貴
族
の
顔
の
描
写
は
「
引
目
鉤
鼻
（
ひ
き
め
か
ぎ
ば
な
）」
と
呼
ば
れ
る
様
式
に
よ
っ
て
お

り
、
ま
た
室
内
描
写
は
視
点
を
斜
め
上
に
置
き
屋
根
天
井
を
省
略
す
る
「
吹
抜
屋
台
」
と
呼

ば
れ
る
方
法
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
逆
遠
近
法
」
の
描
写
に
よ
り
、
手
前
に
い
る
脇
役

よ
り
も
部
屋
の
奥
に
居
る
主
人
公
の
方
を
大
き
く
描
く
こ
と
が
で
き
、
主
人
公
の
存
在
感
を

際
立
た
せ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
絵
巻
か
ら
は
、
当
時
の
絵
画
の
技
術
・
手
法
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
貴
族
の
屋
敷
・

建
具
・
調
度
品
・
衣
装
の
様
子
な
ど
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
平
安
貴
族
の

衣
生
活
・
住
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
す
。 

  

◆
展
示
個
所
の
解
説 

◇
第
三
六
帖 

柏
木
第
二
段 

 

 
 
 

柏
木
は
女
三
の
宮
と
通
じ
た
こ
と
で
自
責
の
念
に
か
ら
れ
重
い
病
に
ふ
し
た
。
見
舞 

 

 
 

い
に
訪
れ
た
夕
霧
に
別
れ
を
告
げ
る
場
面
。。 

 

◇
第
三
八
帖 

鈴
虫
第
一
段 

 
 
 

柏
木
と
の
間
の
一
件
を
苦
に
し
て
出
家
し
た
女
三
宮
が
、
源
氏
の
放
っ
た
鈴
虫
の
音 

 
 

を
聴
き
な
が
ら
前
庭
を
眺
め
て
い
る
場
面
。
下
描
き
の
墨
線
が
見
え
る
。 
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◇
第
三
八
帖 

鈴
虫
第
二
段 

 
 
 

月
見
の
宴
で
源
氏
と
冷
泉
院
（
源
氏
と
藤
壺
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
）
と
が
対
座
し 

 
 

て
い
る
場
面
。「
吹
抜
屋
台
」
を
斜
投
影
法
で
描
い
て
い
る
。 

 

◇
第
三
九
帖 

夕
霧 

 
 
 

夕
霧
が
読
ん
で
い
る
落
葉
宮
（
亡
き
柏
木
の
妻
）
の
母
か
ら
の
手
紙
を
、
妻
の
雲
居 

 
 

雁
は
落
葉
宮
か
ら
の
恋
文
と
勘
違
い
し
、
嫉
妬
の
あ
ま
り
後
か
ら
忍
び
寄
っ
て
手
紙
を 

 
 

奪
お
う
と
す
る
場
面
。 

 

◇
第
四
〇
帖 

御
法 

 

 
 
 

重
病
に
ふ
し
た
紫
上
が
源
氏
と
明
石
中
宮
に
最
期
の
別
れ
を
告
げ
る
場
面
。
秋
風
に 

 
 

吹
か
れ
る
草
が
悲
哀
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。 

 

◇
第
四
九
帖 

宿
木
第
二
段 

 

 
 
 

匂
宮
と
六
君
と
の
婚
姻
三
日
目
の
翌
朝
に
行
わ
れ
る
露
顕(

と
こ
ろ
あ
ら
わ
し)

（
婿
と 

 
 

そ
の
従
者
と
を
饗
応
し
、
こ
の
時
初
め
て
新
婦
方
の
両
親
・
親
族
が
婿
と
正
式
に
対
面 

 
 

し
て
酒
を
く
み
か
わ
す
婚
礼
披
露
の
宴
）
の
情
景
を
描
い
た
場
面
。 

 


